
 
 

令和３年度 東京都立新宿高等学校  学校経営報告             

校⾧ 藪田 憲正 

１ 今年度の学校経営計画策定にあたっての考え方 

 これまでの学校経営計画を策定するにあたり以下の諸点を策定に当たっての考え方として、計画の

改善を図った。 

〇 本校を志す生徒の進学希望をより高いレベルのものにするとともに、その維持を図るために、「高

い志」の育成をまずは企図する。その結果として進学指導重点校に比肩する結果を出しうるものと

し、これまでの中期的目標を副次的な目標とした。 

〇 学力上位層の伸⾧はもとより、下位層が全体の学力分布の押し下げに影響を及ぼすことを防ぐこ

と、学習内容で取りこぼしのないフォローアップ指導を行うことを加えた。 

〇 新型コロナウイルス感染拡大に伴うオンライン学習の導入や、令和４年度入学生から CYOD が導

入されることに伴い、教育活動の変化に即応できる体制づくりについて加えた。 

 

２ 今年度の具体的取組状況について 

学校経営計画「３ 今年度の取組目標と方策」における「（２）方策」に示された具体的方策の

取組状況及び課題は以下のとおり。 

方  策 取組状況及び課題 

① 進路指導 

ア 定点観測（外部模試データ分析・検討会）を 1 年次

生、2 年次生ごとに 3 回行い、学力分析、指導内容・

方法 の改 善、 弱 点科 目克 服 対策 等を 行う 。 （進 路指 導

部、学年担任団、教科担任） 

イ ３年次生「目線あわせ」等(計 4 回)を通して個別生

徒の 外部 模試 デ ータ 等と 志 望校 につ いて の 分析 ・検 討

を進 め、 受験 克 服対 策へ の 共通 理解 を深 め ると とも に

高い志望を維持する指導を推進する。 

ウ 放課 後、 ⾧期 休業 日 等 に補 習・ 講習 を積 極的 に 実 施

し、丁寧な指導により生徒の学力を伸⾧させる。 

エ 国公 立２ 次試 験対 策 を 充実 させ る。 特に 大学 入 学 共

通テスト後の講習、個別指導を組織的効果的に行う。 

オ 英語 体験 学習 （原 則 １ 年次 ）を 希望 する 生徒 を 対 象

として実施する。 

カ 学年 集会 を計 画的 効 果 的に 実施 する 。各 種面 談 や 学

習時 間調 査、 進 路説 明会 等 も活 用し なが ら 、学 校行 事

から 学習 への 切 り替 え等 、 進路 実現 へ努 力 ・邁 進す る

学年集団を維持するよう指導する。 

キ 自習室（学年毎 2·3 年次生向けに設置、放課後・⾧

期休 業日 中等 に 開放 ）や 定 期考 査前 のＨ Ｒ 教室 、職 員

 

ア 模試分析会については、３回実施。 

  １、 ２年 次 にお いて も 上位 層の 生徒 に つい て「 目 線

合わせ」の形での実施を始めた。更なる拡大を図る。 

 

イ 「目 線合 わ せ」 につ い ては 、４ 回実 施 。実 施方 法 を

２回 目以 降 改善 し、 生 徒の 個別 デー タ をカ ンフ ァ レン

ス方 式に す るこ とで 、 より 多角 的に 個 々の 生徒 を 分析

することとした。 

ウ 自学 自習 と の関 連を 図 りな がら 、実 施 。夏 期講 習 に

つい ては 、 冬季 は志 望 校別 のパ ッケ ー ジで の開 講 をし

たが、より早期（夏季）からの開始が課題である。 

エ 教科 主導 で の実 施を 行 った 。今 後よ り 組織 化を 図 る

ため進路部主導に切り替えていく必要がある。 

オ コロナ禍により実施できなかった。 

カ 全て の学 年 で学 年集 会 にお いて 模試 の 返却 ・解 説 を

おこなうなど、頻回の実施は定着している。 

 

 

キ 自習 室の 開 室を 、１ 年 次に も拡 大し 、 秋以 降全 て の

学年が 20 時までの開室を行えた。チューターに加え自



 
 

室前 の質 問コ ー ナー での 居 残り 勉強 等か ら 、仲 間と 切

磋琢磨する共同自学自習を奨励する。 

ク 教員 の外 部研 修会 活 用 、先 進校 視察 、英 語科 海 外 派

遣研修等を行い進路・学習指導改善に努める。 

ケ キャ リア 教育 を推 進 す る。 年次 毎に 「自 己理 解 と 将

来」 「自 己啓 発 と将 来」 「 自己 実現 と将 来 、政 治的 教

養」 をテ ーマ と する 。高 大 連携 、キ ャリ ア ガイ ダン ス

等の実施や海外交流事業に取り組む。 

コ 進路指導部と図書部の連携による「新書を読もう！」

など で読 書活 動 を推 進し 、 知性 と教 養を 培 い読 解力 等

の素地を高める。 

② 学習指導 

ア 授業 改革 を推 進し て 生 徒に よる 主体 的・ 対話 的 で 深

い学 びの 研究 と 実践 を進 め る。 また 、本 校 学力 スタ ン

ダードの下に学習指導を組織的に行う。 

このため、授業改革学力ス タンダード委員会を中心

にして、生徒の進路希望を実現させるため目指すべき

到達点を明確にするとともに、校内研修や教員相互の

授業参観、入試問題研究、模擬試験分析を充実させ、

学力調査の結果分析を生徒の学力定着に役立てるなど

して学習指導の改善を図る。 

イ 本校 学力 スタ ンダ ー ド をも とに 、す べて の生 徒 の 学

力到 達状 況を も とに 、取 り こぼ しの ない 丁 寧な フォ ロ

ーアップ指導を行う。 

ウ 教科 主任 会、 教科 会 を 活性 化し 、教 科指 導を 組 織 的

計画的に行って指導内容・方法の改善を図るとともに、

入試 問題 研究 の 推進 や模 試 結果 分析 など に より 上位 層

生徒の成績伸張等に取り組む。 

 

 

エ 都立高最大規模の習熟度別授業を国数英化（の一部）

で効 果的 に行 う 。教 科会 で 、生 徒情 報共 有 、指 導内 容

・方法等の改善、共通考査問題作成を綿密に行う。 

オ 予習、復習を習慣化させる。週末課題の提出や宿題、

小テ スト 等の 実 施、 学習 支 援ク ラウ ドサ ー ビス を活 用

した 支援 によ り 自学 自習 時 間（ 放課 後の 自 習室 での 学

習や家庭学習時間）の増加を図る。 

カ ４教 科（ 保 健体 育、 芸 術、 家庭 、情 報 ）の 学習 な ど

を、 健全 な 心身 や 豊か な心 の育 成、 社 会性 や コミ ュニ

習室 支援 員 の配 置な ど 組織 的な 運営 を 行え るよ う にし

た。 

ク 灘高 校、 洛 南高 校へ の 視察 を実 施。 外 部研 修会 に つ

いてもオンラインなどを活用した研修を実施。 

ケ 同窓 会の 支 援を うけ て 、キ ャリ アガ イ ダン スを 実 施

した 。東 大 、東 工大 、 慶應 義塾 大、 早 稲田 大な ど と連

携し、訪問や模擬講義を実施した。 

 

コ 図書 通信 や 学習 支援 ク ラウ ドサ ービ ス など を活 用 し

て、読書意欲の喚起を行った。 

 

 

ア 授業 改革 学 力ス タン ダ ード 委員 会の 目 標で ある 教 員

授業 相互 参 観を 行っ た 。来 年度 は目 的 を明 確に す ると

とも に、 授 業公 開日 や 公開 週間 を細 か く設 定し て 教員

全員 の相 互 参観 を実 現 でき るよ うに 具 体的 計画 立 案を

行う。 

 

 

 

イ 定期的な模試分析会や学期ごと数回、教科会を行い、

生徒 の学 力 到達 度を 分 析し た。 分析 結 果を もと に 、補

習対 象者 を 決定 し、 補 習し 、取 りこ ぼ しの ない フ ロー

アップ指導を行った。 

ウ 教科 主任 会 では 、来 年 度の 新教 育課 程 に向 けて の 調

整・ 整備 を 行う こと が 中心 とな り、 指 導内 容・ 方 法の

改善 等ま で 検討 でき な かっ た。 観点 別 評価 につ い て、

検討 を行 い 、４ 年度 か らの 実施 に向 け た計 画の 立 案を

行え た。 進 路部 主催 の 模試 分析 会や 予 備校 等主 催 の入

試問題研究会の資料を教科会で共有した。 

エ 国数 英化 体 で習 熟度 （ 少人 数） 授業 を 生徒 のニ ー ズ

や学 力に 合 わせ て調 整 を行 った 。教 科 会で 、定 期 考査

ごとの結果により適切にクラス編成を行った。 

オ 各教 科で 実 施す ると と もに 、担 任に お いて も各 教 科

の課 題提 出 状況 を把 握 する など し、 提 出状 況に よ り校

⾧をふくめた面接指導を行った。 

 

カ 本年 度は 、 芸術 科目 で もオ ンラ イン 授 業を 行っ た 。

特に 工芸 に おい て、 教 材や 工具 等の 制 約か ら、 オ ンラ



 
 

ケー ショ ン 能力 の 育成 、知 力・ 気力 の 源と な る体 力の

向上等、幅広い人間形成のため重視する。 

 

キ  「アートプロジェクト新宿」（文化･芸術作品展示・

発表等）を継続する。 

ク 「総 合的 な探 究の 時 間 」に より 教科 「人 間と 社 会 」

の充 実、 新宿 御 苑で の活 動 をは じめ とす る 多様 な体 験

活動 、課 題研 究 、論 文作 成 など で地 域開 発 人材 の育 成

を図り主体的で深い学びを推進する。 

ケ 理数 研究 校等 の理 系 研 究活 動動 や英 語教 育推 進 校 、

文部科学省・地域協働推進校の活動を推進する。また、

生徒の体力向上などにより 東京 2020 競技大会のレ ガ

シー構築を目指す教育に取り組む。 

コ CYOD による、Teams などを活用したオンライン学

習と 対面 型授 業 との 意図 的 。計 画的 な学 習 指導 の展 開

や家 庭学 習と の 融合 を行 う とと もに 、新 型 コロ ナウ イ

ルス 感染 拡大 に よる 教育 活 動の 制限 に即 応 でき る授 業

体制を構築する。 

③ 生活指導（特別活動、部活動を含む） 

ア 自律的生活習慣の確立を図る。挨拶、時間厳守(含む

遅刻防止)、身だしなみ(頭髪等)、清掃指導(含む所持品

自己管理)、適切な部活動休養日など、都立学校生活指

導指 針等 に基 づ く指 導を 徹 底し て、 ルー ル を守 り、 マ

ナーを身につけ、人の話を聴く態度を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 特別活動（部活動·学校行事·ＨＲ活動等）を充実させ

主体 性を 持っ て 多様 な人 々 と協 働し て学 ぶ 態度 を育 成

する。「文武両道」を旨として学習との両立を図り「集

中と切り替え」を身につけさせる。 

 

イン で行 う のは 困難 で あっ た。 体育 で は従 来の 新 宿体

操に加え、補強運動の SPE を全ての時間で実施し基礎

的な体力の向上に努めた。 

キ コロ ナ禍 で 縮小 を余 儀 なく され たが 、 可能 な範 囲 で

実施した。 

ク 令和 ４年 度 から の新 し い探 究学 習「 新 宿学 」の 構 築

に向け、地元企業等と連携に向けた協議を開始した。 

 

 

ケ つく ば市 所 在の 各研 究 機関 を訪 問し 、 先端 的科 学 研

究に 触れ る 機会 をも っ た。 科学 の甲 子 園に おい て 実技

競技において優勝した。 

 

コ 感染拡大時に対面型授業と Teams を活用した配信授

業を 同時 に 行う ハイ ブ リッ ド授 業を 即 時に 実施 で きる

など 、授 業 に関 する ハ ード とソ フト の 両面 の整 備 を十

分に 整え る こと がで き た。 スマ ート ス クー ル端 末 を活

用す る新 し いタ イプ の 授業 体制 の構 築 と家 庭学 習 の効

率化が課題である。 

ア 「挨 拶の 励 行、 時間 厳 守、 遅刻 防止 、 身だ しな み を

整え る」 ＝ 教員 の声 か け、 ホー ムル ー ムの 指導 に より

概ね目標達成。特に遅刻は年間を通して全体の 0.3％、

1 日 1 学級当たり 0.30 人と過去最低を更新した。ただ

し、10 月 30 日時点では 1 日 1 学級当たり 0.18 人であ

った こと を 考え ると 、 冬場 の遅 刻率 の 増加 を抑 え るこ

とが次の目標になる。 

「清 掃」 ＝概 ね 行き 届い た が、 水分 補給 の ため に持 ち 込

む水 筒の 放 置が 目立 っ た。 物を 大切 に する 精神 の 涵養

が急務である。 

「部 活動 ルー ル の遵 守」 ＝ 新型 コロ ナウ イ ルス 感染 症 拡

大防 止の 観 点か らも 徹 底し て行 うこ と がで きた 。 概し

てル ール を 守る こと は 意識 でき てい る が、 積極 的 に自

他の 生活 改 善に 関与 す る姿 勢が 欲し い とこ ろで 、 次年

度以降の課題である。 

イ 生徒 が工 夫 を重 ねた 結 果、 すべ ての 行 事（ 運動 会 、

戸山 戦、 球 技大 会、 朝 陽祭 、合 唱コ ン クー ル、 マ ラソ

ン大 会） を 行う こと が でき た。 規模 の 縮小 、観 覧 の制

限な どが あ った のは 残 念だ が、 緊急 事 態宣 言や 蔓 延防

止期 間が 常 態化 する 中 では これ が精 い っぱ いの と ころ



 
 

 

 

 

 

ウ 部活 動ガ イド ライ ン に 基づ いた 部活 動と 学級 担 任 か

らの 模試 結果 等 の情 報提 供 や部 活動 顧問 に よる 啓発 指

導等 を相 互連 携 して 行い 、 部活 動と 学習 の 両立 を図 り

部活動の仲間と学習でも競い合う。 

エ 生徒·保護者·教職員による「チーム新宿」の具現化へ

保護者会,希望保護者との面談(二者·三者)、部活動保護

者会(合同·部活動毎)、ＰＴＡ講演会、大学入試説明会

などから保護者の理解と協力を仰ぐ。 

④ 健康づくり等 

ア スクール･カウンセラー(ＳＣ)、学校医、関連外部機

関との連携を深め、教育相談連絡会や学校保健委員会、

学校い じめ 対策委 員会 等を 組織的 に実 施し、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

活動 や家 庭と 連 携し た指 導 、定 期の 調査 等 を行 って 、

生徒 の健 康維 持 や心 のケ ア 、い じめ 防止 ・ 対応 、生 命

尊重の教育等を推進する。 

⑤ 防災・広報活動・地域連携 

ア 防災 委員 会を 中心 に 防 災課 題の 解決 を図 る。 特 に 、

宿泊 防災 訓練 と 新宿 御苑 へ の避 難訓 練を 充 実さ せる 。

また、地域の防災拠点としての役割を果たす。 

イ 学校説明会(学習塾,自校作成問題等含む)などの募集

対策活動を学校理解促進へ効果的に実施する。 

ウ ホー ムペ ージ の内 容 を 充実 させ る。 保護 者、 都 民 へ

の迅速で適切な情報発信を推進する。 

⑥ 経営企画室、その他 

ア 教育 職員 と連 携し た 教 育活 動な どを とお して 経 営 企

画室 の経 営参 画 力向 上を 図 る。 予算 編成 、 執行 等で は

セン ター 執行 率 を増 加さ せ るな ど徹 底し た コス ト管 理

を進める。 

イ 生徒の安全・安心な学校生活の確保へ、施設･設備の

警備・点検・整備を日々徹底する。 

ウ 各分 掌等 で年 度当 初 の 目標 設定 と月 毎の 進捗 報 告 に

よる ＰＤ ＣＡ を 実施 して 組 織力 強化 を図 る 。校 内研 修

実 施 な ど に よ り 体 罰 ,セ ク ハ ラ ,個 人 情 報 等 の 服 務 事 故

を防 止す る。 ラ イフ ワー ク バラ ンス 実現 へ 学校 閉庁 日

の実施などの取組みを推進する。 

であ った 。 逆に 、コ ロ ナ禍 のも とで ど のよ うに 行 事を

行え ばよ い か、 生徒 に 主体 的に 考え さ せる よい き っか

けと なり 、 主体 性と 協 働の 精神 が向 上 した のは 収 穫で

あった。 

ウ 部活 動ガ イ ドラ イン に 基づ く部 活動 は 遵守 でき た 。

しか し学 級 担任 との 成 績に 関す る連 携 は組 織的 に 行う

ことが 難し く、3 年 次の 「 目線合 わせ 」で 活か せた 程

度であった。今後の課題とする。 

エ （部 活動 保 護者 会に つ いて ）コ ロナ 禍 にあ って ク ラ

ブ合 同保 護 者会 を開 催 する どこ ろか 、 保護 者に 来 校い

た だ く こ と 自 体 が 難 し い 状 況 に あ っ た 。 そ の 中 で も

Zoom、Classi、Teams を用いた報告相談や連携を工夫

した部も多くあった。 

ア 校内 での 支 援体 制に つ いて は各 会を 通 じて 安定 的 に

運営 でき た 。加 えて 、 学校 経営 支援 セ ンタ ー自 立 支援

担当 とも 密 に連 携を と り、 課題 につ い て関 係機 関 から

の協力を得ながら課題解決を図れた。 

 

 

 

ア コロ ナ禍 に より 、避 難 訓練 につ いて は 縮小 して 実 施

した。 

 

イ コロ ナ禍 の 制限 に応 じ なが ら、 可能 な 限り 計画 的 に

実施 でき た 。応 募倍 率 につ いて も推 薦 、一 般と も に大

きく上昇した。 

ウ 学校 にお け る様 々な 活 動を 「今 日の 新 宿」 のコ ー ナ

ーで紹介し、HP については 222 回の更新を行った。 

ア 補正 予算 編 成ま で、 セ ンタ ー執 行率 が 高く 、計 画 的

に執 行で き た。 その 後 、コ ロナ 禍の 緊 急対 応で 学 校執

行に 切り 替 える 必要 が 多く あっ た。 予 算編 成に 当 たっ

ては 、修 学 旅行 の次 年 度へ の延 期に 伴 い、 旅費 部 分の

編成など適切に対応できた。 

イ 校地 外周 の 整備 に関 し 、関 係機 関と 連 携し 整備 開 始

の目途を立てることができた。 

ウ 各会 議に お ける 確認 等 で適 切に 対応 で きた 。服 務 に

関し ては 、 全て の企 画 調整 会議 、職 員 会議 でミ ニ 研修

を入れ、服務の厳正を期すことができた。 

 



 
 

 

【重点目標】 【数値目標】 【今年度結果】（ ）は昨年度 

最  
重  
点  
目  
標  

①  大学入学共通テスト５教
科７科目受験者の割合   ６割以上 60.0％(65.2％) 

②  難関国立４大学合格者数 １５名以上 
16 名(９) 
〔東京 2,京都 1,一橋 7,東工 4,医医 2〕 

③  大学入学共通テスト5教科
7科目受験者の総合得点率  

80％以上得点率: 20％   
75％以上得点率: 35％   

80％以上 7.6％(15.2％） 
75％以上 15.7％(41.1％) 

・国公立大等・ 
早稲田慶応合格者数 

国立大学等合格者数 計 100 名以
上 
早稲田慶応合格者数 計 80 名以
上 

国公立 93 名 (105) 
早慶 101 名 (93) 

・自学自習時間 学年数プラス1～2時間 
1年次 1.5時間 (1.32)  
2年次 2.5時間 (3.0)     

・宿題提出率 学年統一課題：概ね 8 割以上 
1年次 90.0％ (100%)    
2年次 95.0％ (84%,96%)    

・大学入学共通テスト総得点全

国平均比 
全科目平均偏差値＋５(55以上) 14科目/16科目(16/16)達成  

・学力の定着向上①： 

実力試験偏差値の全体平均及び 

逓減率 

（最大母数の外部実力試験 

2回(7月11月),英数国総合) 

１年次：70以上 10％以上 
60以上 70％以上 

平均偏差値の逓減率2％以内 
（各科目もこれを目安とする） 

70以上:17.6％(11.1%)  
60以上:77.6％(89.9%) 

１年次：65.8→64.5:1.3％↓ 
逓減率2.0％  

(65.1→66.0:0.9％↑)  

２年次：70以上 10％以上 
60以上 50％以上 
50未満   5％以下 

平均偏差値の逓減率2％以内 
（各科目もこれを目安とする） 

70以上:  9.6%  (11.1%) 
60以上: 65.8％ (63.8%) 
50未満: 1.9％ (2.9%) 

２年次: 63.3→62.4:0.9％↓ 
    逓減率1.4％ 

(60.4→62.4:2.0↑2.0％) 

・学力の向上②： 

実力試験偏差値の平均偏差値 

（難関大向け外部実力試験(1

月)） 

1年次：平均偏差値 (英数国型)55以
上（各科目もこれを目安とする） 

 58.0(58.4)  

2年次：平均偏差値 (英数国総)53以
上（各科目もこれを目安とする） 

 文：55.4 理：53.6 
(文：54.5 理：53.3)  

・生徒の学習指導への満足度 概ね 80～85％以上 88.1％  (80.2％)            

・生徒の学習への課題意識と意欲 概ね 80％以上 84.8％  (75.1％)        

・年間生徒個別面談数 
・年間希望保護者面談数 
・年間補習·講習·個別指導時間 

(教員一人当たり 30 時間、2 講座開講 
を目安とする)【修正】 

・生徒個別面談：3 回 
・保護者面談：１回 
・補習·講習·個別指導：1700 時間以

上    

・生徒個人面談：３回 
・希望保護者面談：1 回 
・講習：1800 時間以上        

・年間遅刻回数の減少率 
1 日 1 学級 1 人未満 
（定期考査ごとに検証） 

１日１学級 0.31 人（0.45 人） 
(目標を 55％下回る) 

・部活動加入率 概ね 90％以上を目安 93.1%  (93.0%）           

・保護者の本校への満足度 
教育方針 95％以上学習・進路 80％以

上 

方針 88％,学習 89％,進路 89% 
(方 81.0%,学 78.5%,進 80.2%) 

・入試応募倍率 
〔推薦〕昨年度並みの倍率 
〔一般〕2 倍以上 

〔推薦〕6.53 倍  (4.59)      
〔一般〕2.34 倍  (1.92)          

・ホームページ更新回数 85 回 226 回（92 回） 

・自律経営推進予算・第 3 四半期 
一般需要費執行率 

80％ 81％（80％） 

 


